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【年通号数】公開・登録公報2015-014
【出願番号】特願2014-556518(P2014-556518)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   9/50     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   9/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    9/46     ４６２Ａ
   Ｇ０６Ｆ    9/46     ３５０　
   Ｇ０６Ｆ    9/46     ４６５Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年3月22日(2016.3.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クラウドコンピューティング環境の間での転送時にアプリケーション性能を維持する方
法であって、
　ソースクラウドコンピューティング環境内の顧客アプリケーションに関連するのはどの
複数の性能メトリックかを決定することと、
　前記ソースクラウドコンピューティング環境内の前記顧客アプリケーションに関連する
前記性能メトリックに基づいて、前記ソースクラウドコンピューティング環境の複数の性
能パラメータを計算することと、
　重み付きの形で前記ソースクラウドコンピューティング環境の前記複数の性能パラメー
タをソースクラウドコンピューティングアプリカビリティスコア（ＣＣＡＳ）に組み合わ
せることと、
　ターゲットクラウドコンピューティング環境内の前記顧客アプリケーションに関連する
のはどの複数の性能メトリックかを決定することと、
　前記ターゲットクラウドコンピューティング環境内の前記顧客アプリケーションに関連
する前記性能メトリックに基づいて、前記ターゲットクラウドコンピューティング環境の
複数の性能パラメータを計算することと、
　重み付きの形で前記ターゲットクラウドコンピューティング環境の前記複数の性能パラ
メータをターゲットＣＣＡＳに組み合わせることと、
　前記ソースＣＣＡＳと前記ターゲットＣＣＡＳとを比較することと、
　比較結果に基づいて前記ターゲットクラウドコンピューティング環境を選択すること、
  を含む方法。
【請求項２】
  前記性能メトリックは、処理能力メトリック、メモリメトリック、およびネットワーキ
ングメトリックを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
  使用可能な処理能力の分数としての前記顧客アプリケーションによって消費される実際
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の処理能力に基づいて前記処理能力メトリックを計算すること
  をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
  前記処理能力メトリックは、処理のタイプ、スケジューラ優先順位、および同時に実行
されるタスクの個数のうちの１つまたは複数にさらに基づく、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
  前記処理能力メトリックは、事前定義の期間にわたって平均をとられる、請求項４に記
載の方法。
【請求項６】
  前記顧客アプリケーションのために割り振られるメモリタイプの重み付き組合せに基づ
いて前記メモリメトリックを計算することであって、前記メモリタイプは、メインメモリ
、フラッシュメモリ、ローカルメモリ、およびネットワークメモリのうちの１つまたは複
数を含む、計算すること
  をさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
  前記割り振られるメモリタイプは、事前定義の期間にわたって平均をとられる前記ソー
スクラウドコンピューティング環境での実際の割振りを表す、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
  より高速のメモリタイプは、より低速のメモリタイプに対して相対的により大きい重み
付け値を割り当てられる、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
  クラウドコンピューティング環境の間での転送時にアプリケーション性能を維持するコ
ンピューティングデバイスであって、
  命令を格納するように構成されたメモリと、
  前記命令に関連して移行モジュールを実行するように構成された処理ユニットであって
、前記移行モジュールは、
    ソースクラウドコンピューティング環境内の顧客アプリケーションに関連するのはど
の複数の性能メトリックかを決定し、
    前記ソースクラウドコンピューティング環境内の前記顧客アプリケーションに関連す
る前記性能メトリックに基づいて、前記ソースクラウドコンピューティング環境の複数の
性能パラメータを計算し、
    重み付きの形で前記ソースクラウドコンピューティング環境の前記複数の性能パラメ
ータをソースクラウドコンピューティングアプリカビリティスコア（ＣＣＡＳ）に組み合
わせ、
　　ターゲットクラウドコンピューティング環境内の前記顧客アプリケーションに関連す
るのはどの複数の性能メトリックかを決定し、
　　前記ターゲットクラウドコンピューティング環境内の前記顧客アプリケーションに関
連する前記性能メトリックに基づいて、前記ターゲットクラウドコンピューティング環境
の複数の性能パラメータを計算し、
　　重み付きの形で前記ターゲットクラウドコンピューティング環境の前記複数の性能パ
ラメータをターゲットＣＣＡＳに組み合わせ、
　　前記ソースＣＣＡＳと前記ターゲットＣＣＡＳとを比較し、
　　比較結果に基づいて前記ターゲットクラウドコンピューティング環境を選択する
  ように構成される、処理ユニットと
  を含むコンピューティングデバイス。
【請求項１０】
  前記ターゲットクラウドコンピューティング環境内の前記性能メトリックは、シミュレ
ーションに基づいて判定される、請求項９に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１１】
  前記ソースクラウドコンピューティング環境および前記ターゲットクラウドコンピュー
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ティング環境内の前記性能パラメータは、各環境に関連する信頼性要因を表す信頼性パラ
メータをさらに含む、請求項９に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１２】
  前記ターゲットクラウドコンピューティング環境内の前記性能メトリックは、前記ター
ゲットクラウドコンピューティング環境での顧客の所望の性能に基づいて重みを付けられ
る、請求項９に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１３】
  前記移行モジュールは、
  前記ターゲットクラウドコンピューティング環境での性能を検証するために、前記ター
ゲットクラウドコンピューティング環境への前記顧客アプリケーションの移行後に前記タ
ーゲットクラウドコンピューティング環境の前記複数の性能パラメータを計算し、前記移
行後に計算した複数の性能パラメータに基づいて前記ターゲットＣＣＡＳを計算する
  ようにさらに構成される、請求項９に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１４】
  前記移行モジュールは、
  複数のターゲットクラウドコンピューティング環境の前記ターゲットＣＣＡＳを計算し
、
  前記顧客に複数の候補クラウドコンピューティング環境オファーを提供する
  ようにさらに構成される、請求項９に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１５】
  前記移行モジュールは、
  別個の重み付け要因に基づいて複数のターゲットクラウドコンピューティング環境構成
の前記ターゲットＣＣＡＳを計算し、
  前記顧客に複数のターゲットクラウドコンピューティング環境パッケージオファーを提
供する
  ようにさらに構成される、請求項９に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１６】
  コンピュータに、クラウドコンピューティング環境の間での転送時にアプリケーション
性能を維持するための方法を実行させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取
り可能な記録媒体であって、前記方法は、
  ソースクラウドコンピューティング環境内の顧客アプリケーションに関連するのはどの
複数の性能メトリックかを決定することと、
  前記ソースクラウドコンピューティング環境内の前記顧客アプリケーションに関連する
前記性能メトリックに基づいて、前記ソースクラウドコンピューティング環境の複数の性
能パラメータを計算することと、
  重み付きの形で前記前記ソースクラウドコンピューティング環境の複数の性能パラメー
タをソースクラウドコンピューティングアプリカビリティスコア（ＣＣＡＳ）に組み合わ
せることと、
　ターゲットクラウドコンピューティング環境内の前記顧客アプリケーションに関連する
のはどの複数の性能メトリックかを決定することと、
　前記ターゲットクラウドコンピューティング環境内の前記顧客アプリケーションに関連
する前記性能メトリックに基づいて、前記ターゲットクラウドコンピューティング環境の
複数の性能パラメータを計算することと、
　重み付きの形で前記ターゲットクラウドコンピューティング環境の前記複数の性能パラ
メータをターゲットＣＣＡＳに組み合わせることと、
　前記ソースＣＣＡＳと前記ターゲットＣＣＡＳとを比較することと、
　比較結果に基づいて前記ターゲットクラウドコンピューティング環境を選択すること、
　とを含む、コンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１７】
  前記性能メトリックは、処理能力メトリック、メモリメトリック、およびネットワーキ
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ングメトリックを含む、請求項１６に記載のコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１８】
　前記方法は、
　前記性能メトリックを、複数の顧客アプリケーションについて判定することと、
　前記重み付けを、個々の顧客アプリケーションに基づいて判定することとを含む、請求
項１６に記載のコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１９】
  前記方法は、
  前記性能パラメータを正規化すること
  をさらに含む、請求項１６に記載のコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項２０】
  前記性能パラメータは、パーセンテージとして正規化される、請求項１９に記載のコン
ピュータ読み取り可能な記録媒体。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
  いくつかの例によれば、クラウドコンピューティング環境の間での転送時にアプリケー
ション性能を維持する方法は、ソースクラウドコンピューティング環境内の顧客アプリケ
ーションに関連するのはどの複数の性能メトリックかを決定することと、ソースクラウド
コンピューティング環境内の顧客アプリケーションに関連する性能メトリックに基づいて
複数の性能パラメータを計算することと、重み付きの形で複数の性能パラメータをソース
クラウドコンピューティングアプリカビリティスコア（Ｃｌｏｕｄ  Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ
  Ａｐｐｌｉｃａｂｉｌｉｔｙ  Ｓｃｏｒｅ、ＣＣＡＳ）に組み合わせることと、ソース
ＣＣＡＳに基づいて顧客アプリケーションのターゲットクラウドコンピューティング環境
を適合させることとを含むことができる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
  さらなる例によれば、コンピュータ可読記憶媒体は、クラウドコンピューティング環境
の間での転送時にアプリケーション性能を維持する命令をその上に格納されるものとする
ことができる。命令は、ソースクラウドコンピューティング環境内の顧客アプリケーショ
ンに関連するのはどの複数の性能メトリックかを決定することと、ソースクラウドコンピ
ューティング環境内の顧客アプリケーションに関連する性能メトリックに基づいて複数の
性能パラメータを計算することと、重み付きの形で複数の性能パラメータをソースクラウ
ドコンピューティングアプリカビリティスコア（ＣＣＡＳ）に組み合わせることと、ソー
スＣＣＡＳに基づいて顧客アプリケーションのターゲットクラウドコンピューティング環
境を適合させることとを含むことができる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
  いくつかの例によれば、クラウドコンピューティング環境の間での転送時にアプリケー
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ション性能を維持する方法は、ソースクラウドコンピューティング環境内の顧客アプリケ
ーションに関連するのはどの複数の性能メトリックかを決定することと、ソースクラウド
コンピューティング環境内の顧客アプリケーションに関連する性能メトリックに基づいて
複数の性能パラメータを計算することと、重み付きの形で複数の性能パラメータをソース
クラウドコンピューティングアプリカビリティスコア（ＣＣＡＳ）に組み合わせることと
、ソースＣＣＡＳに基づいて顧客アプリケーションのターゲットクラウドコンピューティ
ング環境を適合させることとを含むことができる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
  さらなる他の例によれば、ターゲットクラウドコンピューティング環境を選択すること
は、ターゲットクラウドコンピューティング環境内の顧客アプリケーションに関連するの
はどの複数の性能メトリックかを決定することと、ターゲットクラウドコンピューティン
グ環境内の顧客アプリケーションに関連する性能メトリックに基づいて複数の性能パラメ
ータを計算することと、重み付きの形で複数の性能パラメータをターゲットＣＣＡＳに組
み合わせることと、ソースＣＣＡＳとターゲットＣＣＡＳとを比較することとを含むこと
ができる。ターゲットクラウドコンピューティング環境内の性能メトリックは、シミュレ
ーションに基づいて判定されるものとすることができ、ソースクラウドコンピューティン
グ環境およびターゲットクラウドコンピューティング環境内の性能パラメータは、各環境
に関連する信頼性要因を表す信頼性パラメータをさらに含むことができる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７６】
  さらなる例によれば、ネットワーキングメトリックは、ソースクラウドコンピューティ
ング環境内の、消費されるネットワーク帯域幅と割り振られるネットワーク帯域幅との比
に基づく内部ネットワーキングメトリックと、ソースクラウドコンピューティング環境の
サービスプロバイダと顧客との間の通信の、実際のネットワーク応答時間と標準的な期待
されるネットワーク応答時間との比に基づく外部ネットワーキングパラメータとを含むこ
とができる。内部ネットワーキングメトリックおよび外部ネットワーキングメトリックは
、重み付けされた形で組み合わされ、事前定義の期間にわたって平均をとられるものとす
ることができる。移行モジュールは、ターゲットクラウドコンピューティング環境内の顧
客アプリケーションに関連するのはどの複数の性能メトリックかを決定することと、ター
ゲットクラウドコンピューティング環境内の顧客アプリケーションに関連する性能メトリ
ックに基づいて複数の性能パラメータを計算することと、重み付きの形で複数の性能パラ
メータをターゲットＣＣＡＳに組み合わせることと、ソースＣＣＡＳとターゲットＣＣＡ
Ｓとを比較することとによってターゲットクラウドコンピューティング環境を選択するこ
とができる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７９】
  さらなる例によれば、コンピュータ可読記憶媒体は、クラウドコンピューティング環境
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の間での転送時にアプリケーション性能を維持する命令をその上に格納されるものとする
ことができる。命令は、ソースクラウドコンピューティング環境内の顧客アプリケーショ
ンに関連するのはどの複数の性能メトリックかを決定することと、ソースクラウドコンピ
ューティング環境内の顧客アプリケーションに関連する性能メトリックに基づいて複数の
性能パラメータを計算することと、重み付きの形で複数の性能パラメータをソースクラウ
ドコンピューティングアプリカビリティスコア（ＣＣＡＳ）に組み合わせることと、ソー
スＣＣＡＳに基づいて顧客アプリケーションのターゲットクラウドコンピューティング環
境を適合させることとを含むことができる。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
  さらなる他の例によれば、ターゲットクラウドコンピューティング環境を選択すること
は、ターゲットクラウドコンピューティング環境内の顧客アプリケーションに関連するの
はどの複数の性能メトリックかを決定することと、ターゲットクラウドコンピューティン
グ環境内の顧客アプリケーションに関連する性能メトリックに基づいて複数の性能パラメ
ータを計算することと、重み付きの形で複数の性能パラメータをターゲットＣＣＡＳに組
み合わせることと、ソースＣＣＡＳとターゲットＣＣＡＳとを比較することとを含むこと
ができる。ターゲットクラウドコンピューティング環境内の性能メトリックは、シミュレ
ーションに基づいて判定されるものとすることができ、ソースクラウドコンピューティン
グ環境およびターゲットクラウドコンピューティング環境内の性能パラメータは、各環境
に関連する信頼性要因を表す信頼性パラメータをさらに含むことができる。
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